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油症息者の口腔 内粘膜 と歯牙所見

九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座歯内疾患制御学研究分野(主 任:赤 峰昭文教授)
橋 口 勇,赤 峰 昭 文

は じめに

油症発症後約35年 が経過しようとしている.油 症発症後早期においては,体 調不良,食 欲不振や眼脂過

多等の所見に加えて,座 瘡様皮疹や色素沈着が顕著に認められた1).歯科領域においても,歯根形態異常や

永久歯萌出遅延が観察されている2).時間の経過 とともに,口 腔内色素沈着の色調は徐々に薄 くなってきて
いるが,依 然 として被検者の約半数に色素沈着が認められている3).本論文では,口 腔内疾患,特 に色素沈

着発現の経年的推移ならびにPCB等 とこれら疾患 との関連について述べてみたい.

1.方 法

九州大学歯学部付属病院あるいは福岡県油症一斉検診時に歯科を受診 した油症患者 を対象に,問 診後表

1に 示す項目について視診ならびにポケット診査やエックス線診査 を行った.口 腔内色素沈着は部位別 に

歯肉色素沈着,頬 粘膜色素沈着,口 蓋色素沈着や口唇色素沈着の4種 に分類 した.色 素沈着の程度は色調

によって,一(色 素沈着なし),±(非 常に軽微),+(軽 微),++(中 等度)お よび+++(重 度)の5段 階

に分類 した(図1～4).パ ントモグラフを用いて,歯 槽骨の吸収程度,歯 根の形態異常や永久歯歯胚の欠

如について検索 した.

2.結 果

口腔内色素沈着 は油症患者の 口腔 内で最 も高頻度 に認 め られ る所見であ る.油 症発症初期 においては,

油症患者の 口腔 内色素沈着 の発現率は健常者 の約7倍 と高い値 を示 していた(表2).色 素沈着の色調 は褐

色 や黒褐 色 を呈 して お り,ま た,禰 漫性,帯 状,斑 点状 や嶋懊状 等 と多様 な形 態 を示 して いた(図1

～4) .し か し,油 症患者 に特有 な様相 は見つ けることはできなか った.ま た,男 女 間に顕著 な差 は観察 さ

れなかった.口 腔 内色素沈着 の認 められ る部位 は,歯 肉が最 も多 く,つ いで 口唇 や頬粘膜 であったが,舌

には観察 され なか った(図5).口 腔 内色素沈着の発現率 の推移 を見 る と,歯 肉色素沈着 は1972年 か ら1982

年 にか けては60%以 上の油症患者 に観察 されたが,そ の後 経年的 に減少 し1993年 には20%以 下で あっ

た.し か し,近 年で は発現率が高 い値 を示す ようになって きてい る.一 方,口 唇 や頬粘膜の色素沈着 は1982

年か ら発現率が低下 してお り,2003年 においては発現率 は5%以 下 となっていた.色 調 をみる と,油 症発

症初期 においては+++や++の 色素沈着 を呈 す る患者が多かったが,時 間が経過す るにつれて徐々 に色

調 は薄 くなってお り±や+の 色素沈着が多 く見 られ るようになって きてい る.血 中PCBパ ター ン と口腔

内色素沈着の発現率 についてみ ると(表3),1973年 において はAパ ター ンを示す患者 にお ける発現率が

最 も高 い値 を示 してお り,逆 に健常者 と同 じCパ ター ンを示す患者で は発現率が低 かった.1982年 や2002

年 の検診で は,血 中PCBパ ター ン と口腔 内色素沈着 との問に関連 は認 め られなかった.図6は 年代別 の色

素沈着発現率 と平均血 中PCDF濃 度の関連 を示 した ものであ る.色 素沈着 の発現率 は比較的若年者 で高 い

傾 向を示 してい るのに対 し,血 中PCDF濃 度 は60代 の患者で最 も高 い値 を示 した.

口腔 内色素沈着以外 の疾患 として は,若 年者 にお ける永久歯 の萌出遅延(表4),永 久歯歯胚 の欠如(表

5)や 歯根湾曲(図7・ 表6)が 挙 げられ る.一 方,咬 合異常,歯 牙の着色や歯牙形成不全 はほ とん どみ

られない.1969年 か ら1976年 の一斉検診 を受診 した児童油症 患者 の うち,永 久歯の萌 出遅延 は51人 中9

人(17.6%),永 久歯歯胚 欠如 は43人 中4人(9.3%)お よび歯根湾 曲 は47人 中36人(76.6%)に 認 め

られた.し か し,近 年の一斉検診受診児童 にはほ とん ど認 められない.

(36)
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図1禰 漫性の非常に軽微な色素沈着
が下顎歯肉にみられる.

図2軽 微な帯状 を呈する色素沈着が
下顎歯肉にみられる.

図3 帯状 を呈す る中等度 の色素沈着
が上顎歯肉 に,嶋 ・aiii状を呈 す る

中等度 の色素沈着が下顎歯 肉に
み られる.

図4帯 状を呈する重度の色素沈着が
上下顎歯肉にみられる.

表1口 腔内診査項 目

図7油 症患者 より抜歯 し
た下顎右側第二大臼
歯の側方面観.著 しい
歯根 の湾 曲が認 め ら
れる.

歯肉炎
辺縁性歯周炎
歯牙萌出異常
歯牙着色
歯牙形成不全
咬合異常
色素沈着

(37)










